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人
の
暮
ら
し
も
産
業
も
、
長
さ
や
重
さ
、
量
な
ど

を
〟
は
か
る
〟
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
目
立
た
な
い

け
れ
ど
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
計
測
機
器
。
創
業

１
０
２
年
を
迎
え
た
仙
台
測
器
社
は
、
計
測
機
器
の

専
門
商
社
だ
。
「
世
の
中
の
す
べ
て
の
も
の
に
計
測

機
器
が
必
要
」
と
話
す
代
表
取
締
役
・
髙
橋
栄
一
さ

ん
に
、
仕
事
へ
の
思
い
を
伺
っ
た
。 

―
三
代
目
と
し
て
、
一
昨
年
の
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
に
創
業
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
初
代
の
祖
父
は
石
巻
市
の
米
屋
の
生
ま

れ
。
丁
稚
奉
公
に
来
た
仙
台
市
で
、
国
鉄
や
郵
政
関

係
で
働
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
知
人
に
声
を
掛
け
ら
れ

て
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
に
測
量
・
度
量
衡
機
器

の
販
売
会
社
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
同
じ
年
に
起

き
た
関
東
大
震
災
で
そ
の
知
人
が
東
京
へ
戻
り
、
祖

父
が
一
人
で
引
き
継
ぐ
形
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
二

代
目
の
父
は
37
歳
で
代
表
に
、
私
も
同
じ
年
齢
に

な
っ
た
と
き
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。 

―
ど
ん
な
計
測
機
器
を
扱
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
時
代
と
共
に
扱
う
製
品
は
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
環
境
測
定
、
大
気
測
定
、
ダ
ム
・
河
川
測
定

な
ど
の
分
野
に
お
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

提
案
す
る
、
防
災
関
連
機
器
が
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。 

　
た
と
え
ば
ダ
ム
で
は
、
東
北
６
県
、
宮
城
県
内
な

ら
七
ヶ
宿
ダ
ム
や
釜
房
ダ
ム
、
鳴
子
ダ
ム
な
ど
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
に
は
あ
ら
ゆ
る
計
測
機
器
が

あ
っ
て
、
応
力
※
計
な
ど
内
部
に
埋
設
す
る
機
器
の
ほ

か
、
水
位
計
測
、
ダ
ム
放
流
警
報
装
置
、
地
震
観
測

装
置
、
漏
水
量
計
、
た
わ
み
計
、
水
質
自
動
監
視
装

置
な
ど
、
多
彩
な
計
測
機
器
が
ダ
ム
の
安
全
な
運
用

を
支
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は
自
然
の
営
み
を
尊
重
し
つ

つ
、
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

安全で快適な暮らしは 
正しく「はかる」ことから 

I n t e r v i e w

―
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
異
常
気
象
が
増
え
る
今
、
河

川
の
危
険
水
位
を
知
ら
せ
る
仕
組
み
は
重
要
で
す

ね
。
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
地
震
、
台
風
な

ど
の
被
害
拡
大
防
止
、
災
害
復
旧
対
応
で
も
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
計
測
機
器
と
聞
い
て
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
か
？　

 

　

も
の
を
測
る
基
準
は
「
度ど
り
ょ
う
こ
う

量
衡
」
と
い
っ
て
、

租
税
・
貨
幣
・
土
地
制
度
な
ど
を
確
立
す
る
た

め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
計
量
に
用
い
る
長
さ

（
度
）
・
体
積
（
量
）
・
重
さ
（
衡
）
の
基
準
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
ま
で
税
金
、
商
取

引
に
使
わ
れ
た
米
や
日
本
酒
の
「
枡
」
が
分
か
り

や
す
い
。
堅
苦
し
く
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は

と
て
も
身
近
な
ん
で
す
。 

　

こ
ち
ら
は
湿
度
を
測
る
も
の
で
「
毛
髪
式
湿
度

計
」
と
言
い
ま
す
。
名
前
の
と
お
り
人
の
髪
の
毛

を
利
用
し
、
乾
燥
す
る
と
縮
み
、
湿
る
と
伸
び
る

性
質
を
生
か
し
て
い
ま
す
。
意
外
と
ア
ナ
ロ
グ
で

す
が
、
気
象
庁
の
基
準
に
な
る
の
が
こ
の
方
式
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
少
女
の
毛
髪
が
最
も
適
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
メ
ー
カ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
ま
で

買
い
付
け
に
行
く
ん
で
す
よ
。
ほ
か
に
、
馬
の
た

て
が
み
を
使
っ
た
タ

イ
プ
も
あ
り
ま
す
。 

―
面
白
い
ト
リ
ビ
ア

で
す
ね
。
進
化
し
て

い
る
分
野
も
あ
り
ま

す
か
。 

　

Ｄ
Ｘ
化
は
進
ん
で

い
ま
す
。
河
川
の
水
位
を
測
る
「
量
水
標
」
は
、

昔
は
近
所
の
人
が
役
所
か
ら
依
頼
さ
れ
、
直
接
目

盛
り
を
見
て
報
告
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
自
動

で
記
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
記
録
を
伝
送
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
無
線
で
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
は
自
動
監
視
で
水
位
が
危
険
に
な
れ
ば

警
報
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

　

 ―
社
員
の
皆
さ
ん
は
仕
事
の
や
り
が
い
を
ど
ん
な

風
に
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

　

専
門
機
器
を
数
多
く
取
り
揃
え
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
設
置
ま
で
行
い
ま
す
。

売
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
点
検
や
保
守
と
い
っ

た
、
デ
ー
タ
を
正
確
に
保
つ
た
め
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
必
要
。
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
に
は
、
業

界
初
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
専
門
会
社
で
あ
る
東
北
計

測
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
を
設
立
し
、
対
応
し
て
き
ま

し
た
。
当
社
で
も
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
よ
り
よ
い

シ
ス
テ
ム
提
案
に
生
か
し
ま
す
。
公
共
の
分
野
が

多
く
、
災
害
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
社
会

貢
献
を
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

女
川
原
子
力
発
電
所
の
「
海
水
温
度
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
装
置
」
は
、
タ
ー
ビ
ン
冷
却
後
に
海
へ
戻
す

海
水
の
温
度
上
昇
が
生
態
系
へ
影
響
し
な
い
よ

う
、
24
時
間
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
。
環
境
保
全
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

　

 ―
防
災
だ
け
で
な
く
、
自
然
を
守
る
た
め
に
も
正
し

い
計
測
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
責
任
あ
る
仕

事
に
取
り
組
む
一
方
で
、
オ
フ
に
は
ど
の
よ
う
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　

ゴ
ル
フ
が
好
き
で
、
年
間
30
～
40
回
行
き
ま

す
。
父
の
勧
め
で
始
め
て
、
初
ラ
ウ
ン
ド
は
高

校
時
代
で
し
た
ね
。
社
内
に
は
ゴ
ル
フ
好
き
が
多

く
、
私
の
還
暦
の
と
き
に
は
社
内
コ
ン
ペ
で
お
祝

い
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

―
今
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。 

　

今
夏
、
屋
上
に
気
象
観
測
装
置
や
監
視
カ
メ
ラ

を
付
け
る
ん
で
す
。
気
象
デ
ー
タ
が
出
せ
る
も
の

で
、
社
員
が
観
測
デ
ー
タ
の
分
析
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
訓
練
が
で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
と
、
設
置

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。 

　

将
来
的
に
は
人
員
な
ど
体
制
を
整
え
、
現
在
の

公
共
の
仕
事
以
外
に
も
、
大
学
と
連
携
し
た
民
間

研
究
機
関
や
、
自
動
車
関
連
の
分
野
に
も
参
入
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

株式会社仙台測器社
仙台市若林区卸町3-1-24
TEL.022-236-1811 

※物体に力が掛かったときに内部に生じる力

気象庁のアメダスでも使
用している転倒ます型雨
量計。降った雨が枡にた
まるとシーソーの原理で傾
いて0.5ミリずつ下に落ち
る仕組みだ

髪の毛の伸縮を利用した毛髪式湿度計。台座の横棒に並行して茶色の細い毛
が張られている

株式会社仙台測器社　代表取締役

髙橋 栄一
髙橋 栄一 （たかはし えいいち）
宮城県仙台市出身。青葉区一番町で生まれ育ち、東二番丁小
学校、五橋中学校を経て、東北学院大学法学部に入学。１９８８

（昭和63）年卒業、同年に（株）仙台測器社入社。２００２（平成14）
年より現職。 
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ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
が
リ
サ
イ
ク
ル
資

源
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
売
却
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
代

金
が
寄
付
さ
れ
、
世
界
中
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
支
援
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め

た
。

　
環
境
や
貧
困
な
ど
、
現
在
直
面
し
て

い
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
学
び
、

考
え
、
行
動
す
る
機
会
を
提
供
で
き
る

と
し
て
、
青
年
部
会
で
は
今
後
も
積
極

的
に
環
境
授
業
を
実
施
す
る
方
針
と
し

て
い
る
。

　
5
月
21
日
、メ
ゾ
ン
ド
リ
ア・フ
ィ
ー

ユ
に
て
経
理
研
究
会
定
時
総
会
（
事
業

報
告
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　
令
和
６
年
度
の
事
業
及
び
収
支
決
算

に
つ
い
て
説
明
・
報
告
が
あ
り
、
令
和

７
年
度
の
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案

が
諮
ら
れ
、
議
事
は
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　
佐
藤
良
英
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、「
今

年
度
も
引
き
続
き
経
理
・
総
務
・
労
務

等
を
担
う
実
務
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

　
令
和
６
年
度
の
事
業
及
び
収
支
決
算

に
つ
い
て
説
明
・
報
告
が
あ
り
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
案
、
並
び
に
令

和
７
年
度
の
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算

案
が
諮
ら
れ
、
議
事
は
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
２
期
目
に
再
任
さ

れ
た
山
本
琴
枝
部
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の

継
続
実
施
と
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り

組
み
を
軸
に
、
会
員
増
強
と
女
性
の
活

躍
推
進
に
も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
」

と
活
動
方
針
を
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
総
会
後
は
仙
台
市
都
市
整
備

局
都
心
ま
ち
づ
く
り
課
よ
り
講
師
を
迎

え
、「
仙
台
市
中
心
部
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

プ
に
繋
が
る
研
修
を
開
催
し
、
会
員
の

参
加
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
新

規
会
員
の
増
加
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
２
月
に
発
生
し
た
大
船
渡
市
の
大

規
模
森
林
火
災
に
対
す
る
義
援
金
へ
の

募
金
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

を
踏
ま
え
、「
職
場
風
土
の
質
を
高
め
る

好
機
と
捉
え
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
５
月
22
日
、
仙
台
市
立
七
北
田
小
学

校
で
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
の
児
童
を
対
象
に

青
年
部
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
環
境
授
業

が
行
わ
れ
た
。

　
日
頃
か
ら
熱
心
に
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回

収
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
ど
も
た

ち
は
、
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
ペ
ッ
ト

　
５
月
27
日
、
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ａ
仙
台
駅
前

店
に
て
経
営
者
懇
話
会
定
時
総
会
（
事

業
報
告
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　
令
和
６
年
度
の
事
業
及
び
収
支
決
算

に
つ
い
て
説
明
・
報
告
が
あ
り
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
案
、
並
び
に
令

和
７
年
度
の
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算

案
が
諮
ら
れ
、
議
事
は
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
役
員
改
選
で
新
会
長
に
就
任
さ
れ
た

安
達
裕
明
氏
は
、「
歴
代
会
長
が
こ
れ
ま

で
築
い
て
こ
ら
れ
た
信
頼
と
、
活
気
あ

る
雰
囲
気
を
大
切
に
し
つ
つ
、
新
た
な

　
５
月
29
日
、
メ
ゾ
ン
ド
リ
ア・フ
ィ
ー

ユ
に
て
女
性
部
会
定
時
総
会
（
事
業
報

告
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　
５
月
14
日
、
戦
災
復
興
記
念
館
を
会

場
に
仙
台
市
内
の
３
法
人
会
共
催
で

「“
年
収
の
壁
”
対
策
と
最
新
改
正
労
働

法
の
ポ
イ
ン
ト
講
座
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
に
孚

ま
こ
と

事
務
所
㈱
代
表
で
社
会
保

険
労
務
士
の
飯
田
吉
宏
氏
を
迎
え
、
労

働
法
や
人
事
労
務
関
連
法
の
改
正
内
容

に
基
づ
き
、
企
業
が
現
在
取
り
組
む
べ

き
施
策
や
、“
年
収
の
壁
”
問
題
の
要
点

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
い

た
。

　
飯
田
氏
は
講
座
の
中
で
、
企
業
に
は

よ
り
き
め
細
や
か
な
労
務
管
理
と
多
様

な
実
務
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状

企
画
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
前
進
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
述
べ
ら
れ
た
。

　
毎
年
、
経
営
者
懇
話
会
の
趣
向
を
凝

ら
し
た
例
会
は
多
く
の
参
加
者
を
集
め

好
評
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

も
そ
の
開
催
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

法人会からのお知らせ法人会からのお知らせ

いま、中法人会は

Photo Eye

日　時　8月21日（木）
　　　　10：00～16：00
会　場　戦災復興記念館 5階 会議室
講　師　㈱プロモーターズ・カンパニー
　　　　代表取締役　石川アサ子氏
受講料　会員　１名　5,000円
　　　　非会員　１名　10,000円

日　時　8月27日（水）
　　　　9：30～16：30　
会　場　JC-21教育センター 2階 研修室
講　師　㈱JC-21教育センター
　　　　専任インストラクター
受講料　会員　1名　6,000円
　　　　非会員　1名　12,000円

セミナー
「よくわかる経理の実務

手ほどき講座 ＜中級編＞」

パソコンセミナー
「Excel講座

～効率よく分析するためのデータ集計～」

（文責：事務局）

Seminar

経
理
研
究
会
定
時
総
会

（
事
業
報
告
会
）

〝
年
収
の
壁
〟
対
策
と

最
新
改
正
労
働
法
の

ポ
イ
ン
ト
講
座

青
年
部
会
　
環
境
授
業

女
性
部
会
定
時
総
会

（
事
業
報
告
会
）

5/21

5/14

5/22

経
営
者
懇
話
会
定
時
総
会

（
事
業
報
告
会
）

5/27

5/29
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ビ
ジ
ネ
ス
現
場
に
お
け
る
「
イ

ン
シ
デ
ン
ト
」
と
は
、
重
大
な

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る

前
段
階
で
起
こ
る
、
い
わ
ゆ
る

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ

る
出
来
事
を
指
し
ま
す
。

 

こ
う
し
た
段
階
で
手
を
打
つ

こ
と
が
重
要
で
す
が
、
で
き
れ

ば
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
さ
え
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
理
想

的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

今
回
は
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
具

体
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

ま
ず
押
さ
え
て
お
き
た
い
の

が
、
人
に
よ
る
ミ
ス
は
ゼ
ロ
に

で
き
な
い
と
い
う
前
提
で
す
。 

 

し
か
し
、
「
ゼ
ロ
に
で
き
な

い
か
ら
仕
方
な
い
」
と
考
え
て

イ
ン
シ
デ
ン
ト
防
止
対
策
を
怠

っ
た
結
果
、
重
大
事
故
が
起
こ

る
と
、
企
業
に
は
法
的
罰
則
や

損
害
賠
償
が
発
生
す
る
ほ
か
、

顧
客
や
社
会
か
ら
の
信
用
を
失

い
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
低

下
し
ま
す
。

 

そ
の
結
果
、
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ナ
ス
影
響
が

連
鎖
的
に
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

 

そ
こ
で
、
ま
ず
は
人
間
の
特

性
を
理
解
し
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト

が
発
生
し
や
す
い
条
件
を
取
り

除
く
こ
と
を
出
発
点
と
し
ま
し

ょ
う
。

 

今
回
は
、
数
あ
る
人
間
の
特

性
の
う
ち
、
以
下
の
３
つ
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

人
間
の
視
覚
は
、
文
字
や
標

識
を
認
識
で
き
る
中
心
視
野
が

思
い
の
ほ
か
狭
く
、
正
面
か
ら

上
下
左
右
お
よ
そ
10
度
程
度
し

か
注
意
を
向
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
見
よ
う
と
い
う
意
識

が
な
い
と
、
視
界
に
入
っ
て
い

て
も
認
識
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

  

そ
こ
で
、

・
重
要
な
表
示
は
必
ず
視
野
の 

  

中
心
に
配
置
す
る

・
「
何
を
見
る
べ
き
か
」
を
明

  
確
に
指
示
し
、
意
識
的
に
視

  

線
を
集
中
さ
せ
る

と
い
う
点
を
意
識
し
、
指
示
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
業
務
フ
ロ
ー
の

作
成
に
活
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

聴
覚
に
も
限
界
が
あ
り
、
次

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
聞
き
取
り

ミ
ス
が
発
生
し
ま
す
。

・
通
信
回
線
の
ノ
イ
ズ
や
周
囲

  

の
雑
音
で
重
要
な
連
絡
を
聞

  

き
逃
す

・
「
キ
シ
ダ
（
岸
田
）
」
と
「
ヒ

  

シ
ダ
（
菱
田
）
」
の
よ
う
に

  

発
音
が
近
い
固
有
名
詞
を
聞

  

き
間
違
え
る

・
会
議
な
ど
で
受
け
身
的
に
聞

  

い
て
い
る
だ
け
で
内
容
が
頭

  

に
入
ら
な
い

  

対
策
と
し
て
は
、

・
重
要
連
絡
時
に
相
手
の
言
葉

  

を
必
ず
復
唱
し
て
確
認
す
る

  

習
慣
を
定
着
さ
せ
る

・
デ
ー
タ
や
紙
の
双
方
で
要
点

  

を
記
録
し
、
職
場
内
で
必
ず

  

共
有
す
る
仕
組
み
を
整
え
る

な
ど
が
効
果
的
で
す
。

 

記
憶
に
は
「
短
期
記
憶
」
と

「
長
期
記
憶
」
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
ミ
ス
の
原
因
に
な
り
得
ま

す
。

・
短
期
記
憶
：
瞬
時
に
覚
え
て

  

も
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う

・
長
期
記
憶
：
繰
り
返
し
で
定

  

着
す
る
が
、
長
期
間
使
わ
な

  

い
と
忘
れ
た
り
、
内
容
が
変

  

形
し
た
り
す
る

そ
こ
で
、

・
重
要
事
項
は
必
ず
メ
モ
に
残

  
し
、
デ
ジ
タ
ル
ま
た
は
紙
媒

  

体
で
共
有
す
る

・
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
項
は

  

繰
り
返
し
確
認
の
機
会
を
設

  

け
、
自
己
チ
ェ
ッ
ク
で
定
着

  

を
サ
ポ
ー
ト
す
る

 

そ
の
他
に
も
、
従
業
員
の
健

康
状
態
や
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
環
境
条
件
（
気
温
・

照
度
・
作
業
ス
ペ
ー
ス
な
ど
）

も
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
率
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

 

疲
労
や
ス
ト
レ
ス
、
緊
張
状

態
で
は
注
意
力
が
散
漫
に
な
り

や
す
く
、
ベ
テ
ラ
ン
ほ
ど
「
慣

れ
」
か
ら
く
る
過
信
や
確
認
不

足
に
陥
り
や
す
い
た
め
、
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
や
定
期
的

な
作
業
見
直
し
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

 

こ
う
し
た
前
提
を
踏
ま
え
、

イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
は
、
次
の
三
つ
の
柱
を

整
備
し
、
運
用
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

 

イ
ン
シ
デ
ン
ト
防
止
に
は
、

報
連
相
の
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
と

「
対
象
者
」
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
有
効
で
す
。

 

た
と
え
ば
、
夜
勤
開
始
後
15

分
以
内
に
点
検
結
果
を
チ
ェ
ッ

ク
表
に
記
入
し
て
責
任
者
に
提

出
す
る
、
営
業
先
か
ら
戻
っ
た

ら
10
分
以
内
に
訪
問
結
果
を
メ

モ
に
ま
と
め
て
リ
ー
ダ
ー
に
手

渡
す
と
い
っ
た
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」

と
情
報
を
渡
す
「
対
象
者
」
を

設
定
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

異
変
と
感
じ
ら
れ
る
報
告
か
ら
、

イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
防
止
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

 

ま
た
、
報
連
相
の
伝
達
も
、

対
面
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
簡

単
に
記
入
で
き
る
テ
ン
プ
レ
ー

ト
や
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
入

力
で
も
可
能
に
し
て
お
く
な
ど

の
工
夫
も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。

 

特
に
中
途
入
社
の
社
員
が
増

え
て
き
た
環
境
で
は
、
〝
雰
囲

気
〞
や
関
係
構
築
の
度
合
い
に

頼
ら
ず
、
誰
も
が
同
じ
手
順
で

情
報
通
達
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

で
き
る
仕
組
み
が
、
徹
底
し
た

報
連
相
を
自
然
に
促
進
し
ま
す
。

 

新
入
社
員
か
ら
は
、
報
連
相

が
重
要
だ
と
理
解
し
て
い
て
も
、

上
司
や
先
輩
に
声
を
か
け
る
タ

イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
と
い
う
声

も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

 

職
場
に
合
わ
せ
た
仕
組
み
づ

く
り
、
ル
ー
ル
化
は
非
常
に
有

効
で
す
。

 

業
務
フ
ロ
ー
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
整
備
・
標
準
化
す
る
こ
と
で
、

「
誰
が
」
「
い
つ
」
「
何
を
」

「
ど
の
よ
う
に
」
行
う
か
が
明

文
化
さ
れ
、
担
当
者
間
の
認
識

ギ
ャ
ッ
プ
や
手
順
の
省
略
を
防

げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
業
務
フ
ロ
ー
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
繰
り
返
し
研
修
や

Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
共
有
す
る
こ
と
で
、

全
員
の
習
熟
度
が
均
一
化
し
、

特
定
の
人
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
偏
る

「
属
人
化
」
を
防
ぎ
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
万
が
一
想
定
外

の
事
象
に
直
面
し
て
も
、
誰
も

が
正
し
い
フ
ロ
ー
に
立
ち
戻
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
担
当
者
の
突
然
の
長

期
の
休
み
が
あ
っ
て
も
、
業
務

フ
ロ
ー
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備

さ
れ
て
い
れ
ば
関
係
者
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
な
く
業
務
が
進

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
フ
ロ
ー
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
・
運
用
す
る
際
に

は
、
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

１
）
未
経
験
者
に
も
わ
か
り
や

　
す
い
表
記
に
な
っ
て
い
る
か

　
の
チ
ェ
ッ
ク

　
業
務
フ
ロ
ー
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
は
そ
の
仕
事
に
精
通
し
て

い
る
人
が
作
成
す
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
必
要
な
記

載
事
項
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
未
経
験
者
や
他
部
署
の
人
な

ど
、
そ
の
業
務
を
あ
ま
り
知
ら

な
い
人
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
情
報
の
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
化
を
解
消
で
き
ま
す
。

２
）
文
章
は
で
き
る
だ
け
簡
潔

　
に
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
や
図

　
解
も
使
う

　
必
要
な
情
報
が
一
目
で
把
握

で
き
る
よ
う
に
、
簡
潔
か
つ
図

を
効
果
的
に
使
い
な
が
ら
作
成

し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
ス
テ
ッ
プ
に
お
け

る
担
当
者
と
責
任
範
囲
を
明
確

に
ラ
ベ
ル
付
け
し
、
手
順
の
抜

け
漏
れ
を
防
ぎ
つ
つ
「
誰
が
何

を
す
べ
き
か
」
が
常
に
わ
か
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
回
し
、
運
用
し
な
が
ら
そ

の
フ
ロ
ー
に
問
題
が
な
い
か
、

よ
り
よ
く
で
き
る
ス
テ
ッ
プ
は

な
い
か
な
ど
の
改
善
行
動
も
図

り
ま
し
ょ
う
。

３
）
確
実
な
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　
法
令
改
正
や
業
務
変
更
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
は
、
業
務
フ
ロ

ー
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
確
実
に
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
し
ま
す
。

　
１
年
に
一
度
、
な
ど
、
期
間

で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
め
る
の
で

は
な
く
、
変
更
す
べ
き
タ
イ
ミ

ン
グ
で
早
急
に
、
と
い
う
ル
ー

ル
に
し
て
お
か
な
い
と
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
そ
の
も
の
が
間
違
っ
て

い
る
期
間
が
で
き
、
大
き
な
ミ

ス
が
起
こ
る
可
能
性
が
出
て
き

ま
す
。

４
）
参
照
し
や
す
い
環
境
作
り

　
の
工
夫

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
は
ク
ラ
ウ
ド

や
社
内
サ
ー
バ
ー
、
印
刷
物
な

ど
で
全
員
が
す
ぐ
に
参
照
で
き

る
よ
う
共
有
体
制
を
整
え
、
標

準
化
の
効
果
を
最
大
化
し
ま
し

ょ
う
。

　
最
近
で
は
、
業
務
フ
ロ
ー
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
動
画
に
し
て
、

動
き
で
内
容
を
理
解
し
や
す
く

す
る
と
い
う
工
夫
も
よ
く
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
も
つ
け
て
お
け
ば
、

職
場
に
よ
っ
て
は
更
に
誰
も
が

す
ぐ
に
参
照
し
や
す
く
な
る
で

し
ょ
う
。

　
必
要
な
ル
ー
ル
が
な
い
場
合

は
関
係
者
で
策
定
し
、
教
育
や

定
期
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
周
知
徹

底
し
ま
す
。

　
守
ら
れ
な
い
場
合
は
原
因
を

分
析
し
、
業
務
負
荷
や
運
用
手

順
を
見
直
す
な
ど
改
善
策
を
実

行
し
ま
す
。
違
反
が
続
く
場
合

は
個
別
指
導
を
行
い
、
規
律
あ

る
職
場
を
維
持
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
柱
は
、
そ
れ

ぞ
れ
手
間
を
要
し
ま
す
が
、
重

大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
損

失
や
信
用
低
下
に
比
べ
れ
ば
必

要
な
時
間
で
す
。

　
と
く
に
新
年
度
を
迎
え
、
多

く
の
新
入
社
員
や
異
動
者
が
加

わ
る
今
こ
そ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

業
務
フ
ロ
ー
の
整
備
、
報
連
相

文
化
の
醸
成
、
社
内
ル
ー
ル
の

見
直
し
・
再
構
築
を
行
う
絶
好

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　
社
員
全
員
で
協
力
し
て
仕
組

み
を
強
化
し
、
安
全
・
安
心
な

職
場
環
境
を
築
い
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

1
視
覚

2
聴
覚

3
記
憶

重大事故の発生前に
全員で取り組む

インシデントインシデント
ゼロ対策ゼロ対策

ヒヤリ
ハット

㈱フィールドデザイン
代表取締役　中山佳子

報
告
・
連
絡
・

相
談
の
徹
底

第
一の
柱

業
務
フ
ロ
ー
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
・
標
準
化

第
二
の
柱

社
内
ル
ー
ル
の

徹
底
と
改
善

第
三
の
柱

インフォメーションインフォメーション
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インフォメーションインフォメーション

　
営
業
職
時
代
、
お
客
様
ウ
ケ

が
良
い
営
業
社
員
Ａ
さ
ん
の
同

行
指
導
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
印
象
も
良
く
、
ラ
ポ
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
い
わ

ゆ
る
雑
談
）
も
抜
群
。

 

し
か
し
商
談
で
は
、
い
い
と

こ
ろ
ま
で
進
む
も
の
の
決
め
手

に
欠
け
、
失
注
す
る
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。

 

営
業
同
行
を
し
て
気
づ
い
た

の
は
、
彼
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
弱

さ
で
す
。
雑
談
や
世
間
話
は
で

き
る
の
で
す
が
、
肝
心
の
商
談

に
割
く
割
合
は
少
な
く
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
引
き

出
せ
な
い
ま
ま
、
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
に
移
っ
て
し
ま
う
。

 

こ
れ
で
は
契
約
・
購
入
に
は

至
り
ま
せ
ん
。

  

前
号
で
は
「
営
業
プ
ロ
セ
ス

を
磨
こ
う
　
営
業
に
必
要
な
会

話
了
解
・
相
談
了
解
」
と
題
し

て
、
営
業
社
員
の
ス
キ
ル
に
焦

点
を
当
て
ま
し
た
。

 

そ
の
中
で
「
お
客
様
の
購
買

プ
ロ
セ
ス
」
と
「
営
業
社
員
の

行
動
プ
ロ
セ
ス
」
を
リ
ン
ク
さ

せ
た
一
覧
を
提
示
。
会
話
了
解
・

相
談
了
解
を
取
る
こ
と
の
重
要

性
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

 

「
会
話
了
解
」
は
営
業
の
入

り
口
。
そ
し
て
「
相
談
了
解
」

は
「
こ
の
人
と
会
話
を
し
て
も

い
い
な
」
と
い
う
心
理
状
態
を

得
る
こ
と
。

 

お
客
様
に
「
こ
の
人
に
な
ら

相
談
し
て
も
い
い
」
と
思
っ
て

い
た
だ
く
に
は
、
情
報
収
集
だ

け
で
は
な
く
情
報
提
供
も
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

つ
ま
り
「
情
報
交
換
」
で
す
。

 

情
報
交
換
で
は
、
情
報
を
引

き
出
そ
う
と
質
問
ば
か
り
し
て

尋
問
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た

り
、
こ
ち
ら
側
の
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
を
伝
え
よ
う
と
押

し
売
り
の
よ
う
に
な
っ
た
り
す

る
の
を
、
避
け
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

 

良
質
な
情
報
交
換
を
行
う
に

は
、
「
一
問
一
答
」
を
意
識
し

て
進
め
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

 

例
え
ば
「
東
北
に
工
場
を
移

転
し
て
、
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う

質
問
に
、
お
客
様
が
「
や
は
り

固
定
費
・
人
件
費
の
メ
リ
ッ
ト

や
、
運
送
費
用
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
い
ま
す
ね
」
と
答

え
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
答
え

に
対
し
て
、
「
当
社
の
〇
〇
シ

ス
テ
ム
で
も
、
業
務
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
、
間
接
的
な

コ
ス
ト
圧
縮
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」
な
ど
、
関
連
す
る
こ

ち
ら
か
ら
の
情
報
を
１
件
提
示

す
る
の
で
す
。

 

こ
の
よ
う
に
情
報
交
換
に
よ

り
、
し
っ
か
り
と
信
頼
を
得
て

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
進
む
か
ら

こ
そ
、
「
相
談
了
解
」
も
取
れ

ま
す
し
、
そ
の
後
の
「
潜
在
的

課
題
の
共
有
」
、
つ
ま
り
「
ニ

ー
ズ
を
引
き
出
す
」
こ
と
が
容

易
に
な
る
の
で
す
。

 

「
相
談
了
解
」
を
得
ら
れ
た

ら
、
い
よ
い
よ
「
商
談
」
に
入

り
ま
す
。
商
談
で
重
要
な
の
は

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
。

 

今
回
は
、
法
人
営
業
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
す
る
際
に
用
い
ら
れ

る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
「
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｔ
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
ょ
う
。

 

「
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｔ
」
と
は
、
Ｂ
ｕ

ｄ
ｇ
ｅ
ｔ
（
予
算
）
、
Ａ
ｕ
ｔ

ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
（
決
裁
権
）
、

Ｎ
ｅ
ｅ
ｄ
ｓ
（
必
要
性
）
、
Ｔ

ｉ
ｍ
ｅ
ｆ
ｒ
ａ
ｍ
ｅ
（
導
入
時

期
）
の
頭
文
字
を
つ
な
げ
た
言

葉
で
す
。

 

「
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｔ
」
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
お
客
様
の
購
入
意
欲

を
見
極
め
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
最
適
な

提
案
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

１
．
Ｂ
ｕ
ｄ
ｇ
ｅ
ｔ
：
予
算

①
年
間
予
算
か
、
臨
時
予
算
か  

（
臨
時
の
場
合
に
は
、
予
算

   

目
的
も
確
認
）

②
予
算
は
昨
年
よ
り
減
少
し
た
か 

  

（
予
算
加
減
が
あ
る
場
合
に  

   

は
、
そ
の
理
由
も
確
認
）

③
予
算
は
目
安
か
、
必
達
か

  

（
必
達
の
際
は
、
社
内
交
渉

   

余
地
が
あ
る
か
確
認
）

④
社
内
他
予
算
と
の
競
合
が
あ 

  

る
か

 

（
予
算
優
先
順
位
や
社
内
競

  

合
内
容
を
確
認
）

２
．
Ａ
ｕ
ｔ
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
： 

    

決
裁
権

①
商
談
担
当
者
が
、
予
算
決
裁 

  

権
を
持
っ
て
い
る
か
確
認
。

▼
持
っ
て
い
な
い
場
合
の
確
認 

  

ポ
イ
ン
ト

ア
）
誰
が
決
裁
者
か

イ
）
決
裁
者
と
面
談
可
能
か
　

ウ
）
決
裁
者
が
見
る
ポ
イ
ン
ト

▼
決
裁
者
に
面
談
で
き
な
い
場
合

ア
）
商
談
担
当
者
が
決
裁
者
に 

    

上
申
す
る
た
め
の
資
料
を

    

作
成
し
、
お
渡
し
。

イ
）
い
つ
上
申
し
、
い
つ
回
答

    

を
も
ら
え
る
か
を
確
認
。

３
．
Ｎ
ｅ
ｅ
ｄ
ｓ
：
必
要
性

①
い
ま
具
体
的
に
必
要
な
物
事 

 

「
ウ
ォ
ン
ツ
」
を
聞
き
出
す
。

 

そ
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
な
、
直
接
的
な
理
由
・
目
的

を
確
認
。

※
「
ウ
ォ
ン
ツ
」
は
、
お
客
様

  

自
身
も
自
覚
。
法
人
で
あ
れ

  

ば
社
内
課
題
と
し
て
共
通
認

  

識
が
あ
る
状
態
。

②
他
の
物
で
、
代
替
で
き
る
か
。

    

そ
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
で

  

あ
る
必
要
度
は
、
ど
の
程
度

  

な
の
か
確
認
。
　
　

③
最
終
的
に
達
成
し
た
い
こ
と   

 

「
ニ
ー
ズ
」
を
引
き
出
す
。

 

　
潜
在
的
な
課
題
で
も
あ
り
、

　
そ
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
必

　
要
と
す
る
、
真
の
目
的
で
す
。

　
　
こ
の
「
ニ
ー
ズ
」
は
、
お

　
客
様
自
身
も
自
覚
し
て
い
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

４
．
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ｆ
ｒ
ａ
ｍ
ｅ
：

　
　
導
入
時
期

①
な
ぜ
、
こ
の
時
期
な
の
か
（
そ

　
の
時
期
に
す
る
顧
客
の
メ
　

　
リ
ッ
ト
は
？
）

②
時
期
が
変
更
に
な
る
場
合
は
、

　
ど
ん
な
ケ
ー
ス
？
発
生
確
率

　
は
？

③
具
体
的
な
購
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー

　
ル
（
逆
算
で
算
出
し
、
ス
ケ

　
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
確
認
）

　
こ
の
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｔ
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
中
で
、
特
に
重
要
な
の
が
「
３ 

Ｎ
ｅ
ｅ
ｄ
ｓ
（
必
要
性
）
」
で

す
。

　
「
ウ
ォ
ン
ツ
」
は
、
（
右
表

組
の
）
営
業
プ
ロ
セ
ス
５
番
の

「
顕
在
的
課
題
共
有
」
に
当
た

り
、
「
ニ
ー
ズ
」
は
６
番
の
「
潜

在
的
課
題
共
有
」
に
当
た
り
ま

す
。
特
に
「
潜
在
的
課
題
（
潜

在
ニ
ー
ズ
）
」
は
、
お
客
様
自

体
が
欲
し
て
い
る
も
の
を
意
識

し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま

で
は
購
買
・
契
約
に
至
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、
潜
在
ニ

ー
ズ
を
顕
在
化
さ
せ
て
購
買
行

動
に
つ
な
げ
る
た
め
の
「
Ｓ
Ｐ

Ｉ
Ｎ
話
法
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
話
法
」
は
、
お

客
様
へ
質
問
を
し
な
が
ら
会
話

を
展
開
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
。

　
「
Ｓ
ｉ
ｔ
ｕ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

の
Ｓ
、
「
Ｐ
ｒ
ｏ
ｂ
ｌ
ｅ
ｍ
」

の
Ｐ
、
「
Ｉ
ｍ
ｐ
ｌ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
」
の
Ｉ
、
「
Ｎ
ｅ
ｅ
ｄ

ー
Ｐ
ａ
ｙ
ｏ
ｆ
ｆ
」
の
Ｎ
の
頭

文
字
を
取
っ
て
い
ま
す
。

■
Ｓ
（
Ｓ
ｉ
ｔ
ｕ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　

Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
）
状
況

質
問

　
お
客
様
の
現
状
を
聞
き
出
し
、

客
観
的
に
状
況
を
再
確
認
し
て

も
ら
い
ま
す
。
 

　
「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
」

　
「
他
社
で
は
、
部
品
交
換
の

際
に
時
間
が
か
か
り
、
ラ
イ
ン

稼
働
率
が
低
く
な
る
事
例
が
あ

り
ま
す
が
、
御
社
で
は
い
か
が

で
す
か
？
」

■
Ｐ
（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｂ
ｌ
ｅ
ｍ
　
Ｑ

ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
）
問
題
質
問

　
Ｓ
を
踏
ま
え
て
、
問
題
・
課

題
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
現
状
へ
の

不
満
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
聞
き
出

し
ま
す
。

　
「
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
対
応

の
た
め
人
材
育
成
が
大
変
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

　
「
部
品
交
換
に
コ
ツ
が
必
要

だ
っ
た
り
、
パ
ー
ト
の
新
人
さ

ん
が
覚
え
る
の
が
大
変
だ
っ
た

り
し
ま
せ
ん
か
？
」

■
Ｉ
（
Ｉ
ｍ
ｐ
ｌ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ 

Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
）

示
唆
質
問

　
潜
在
的
な
現
時
点
の
課
題
を

顕
在
化
。
同
時
に
、
そ
の
課
題

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と

で
発
生
す
る
「
潜
在
的
未
来
課

題
」
を
示
唆
し
ま
す
。

　
「
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
な
い
ま
ま
だ
と
、
半
年
後
・

１
年
後
の
売
上
に
、
ど
ん
な
影

響
が
出
ま
す
か
？
」

　
「
他
社
の
事
例
で
す
と
、
ラ

イ
ン
稼
働
の
低
下
に
よ
り
、
年

間
〇
％
の
生
産
性
減
少
に
つ
な

が
っ
た
そ
う
で
す
」

■
Ｎ
（
Ｎ
ｅ
ｅ
ｄ
－
Ｐ
ａ
ｙ
ｏ

ｆ
ｆ 
Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
）

解
決
質
問

　
こ
れ
ら
の
問
題
が
解
決
し
た

イ
メ
ー
ジ
を
提
示
。
ま
た
、
質

問
を
通
し
て
、
自
社
の
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
メ
リ
ッ
ト
を

提
示
し
ま
す
。
 

　
「
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
ナ
レ
ッ
ジ
を
ク
ラ
ウ
ド

で
共
有
化
で
き
た
ら
、
対
応
も

ス
ム
ー
ズ
で
す
よ
ね
」

　
「
〇
〇
ラ
イ
ン
は
パ
ー
ト
さ

ん
が
多
い
で
す
か
ら
、
部
品
交

換
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な

る
だ
け
で
、
ラ
イ
ン
稼
働
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
ね
」

　
営
業
側
か
ら
「
こ
れ
が
御
社

の
課
題
だ
か
ら
、
こ
れ
を
使
う

と
い
い
」
と
、
決
め
つ
け
る
言

い
方
は
、
お
客
様
が
課
題
を
自

分
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
く
な

り
、
前
向
き
な
購
買
行
動
に
つ

な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
営
業
の
コ
ツ
は
、
お
客
様
の

ご
要
望
を
、
お
客
様
自
身
に
気

づ
い
て
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
の

た
め
に
、
営
業
手
法
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
身
に
つ
け
、
お
客

様
の
課
題
へ
の
、
よ
り
良
い
提

案
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

営
業
プ
ロ
セ
ス
を

把
握
し
よ
う

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｔ
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
身
に
つ
け
よ
う

営
業
に
必
要
な「
要
望
」

に
応
え
る
チ
カ
ラ

お客様の行動プロセス 営業社員の行動プロセス

１２

１１

１０

第一印象・
会話了解

雑　談 ラポール
コミニュケーション

情報交換・
相談了解

情報収集・
情報提供

選択基準提示 ヒアリング❶

ヒアリング❷顕在的課題共有

潜在的課題共有 潜在的課題の顕在化

具体的欲求 プラン提案

差別化欲求 自社強み・価値提供

購入後イメージ共有 購入後イメージ共有

購入了解 クロージング

契約・購入 契約・納品

リピート欲求 フォロー、
リテンション行動

挨　拶１

２

３

４

５

９

８

７

６

営業強化
２回シリーズ2

人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
／

人
事
制
度
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

株
式
会
社
セ
ー
ル
ス
リ
ン
ク

代
表
取
締
役
　
佐
藤
な
な
子

営
業
プ
ロ
セ
ス
を
磨
こ
う

必
要
な
、要
望
に
応
え
る
チ
カ
ラ

必
要
な
、要
望
に
応
え
る
チ
カ
ラ
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vinegar
1 宿泊施設としてのさまざ
まな基準をしっかりクリアし
ながら、東側に海、西側に山
という立地を考慮し、よどみ
なく風が流れるよう配置さ
れたトレーラーハウス　2 ラ
イトブルー、ライトグリーン、ピ
ンクなど明るい色でペイン
トされている　3 部屋はツ
インとロフト付き（トリプル）
の２タイプ。どちらもシンプル
で機能的な室内（写真はツ
イン）　4 朝はレストランで
和定食を提供する

ホ
テ
ル・エ
ル
フ
ァ
ロ 

−  

女
川
町
女
川

　
港
町
・
女
川
。
J
R
女
川
駅
や
温
泉

施
設
、
商
店
街
な
ど
が
あ
る
中
心
部

の
一
角
に
、
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
国

産
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
40
棟
か
ら
な

る
宿
泊
施
設
「
ホ
テ
ル
・
エ
ル
フ
ァ

ロ
」
が
あ
る
。
家
族
や
友
人
と
の
気

軽
な
旅
の
ほ
か
、
企
業
研
修
や
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
に
も
利
用
さ
れ
る
。
連
泊
し

な
が
ら
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
、
水
産
業
体
験
な
ど
町
内
で
体

験
で
き
る
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
楽
し
む
人
も
多
い
。

　

同
ホ
テ
ル
は
、
東
日
本
大
震
災
で

仕
事
を
失
っ
た
旅
館
オ
ー
ナ
ー
ら
が

２
０
１
２
年
に
立
ち
上
げ
た
。
山
積

み
の
が
れ
き
が
残
る
時
期
に
設
置
を

急
い
だ
の
は
、
仮
設
で
息
を
ひ
そ
め

て
暮
ら
す
住
民
が
た
ま
に
は
子
や
孫

と
に
ぎ
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と

願
っ
た
か
ら
だ
。
復
興
に
合
わ
せ
て

動
か
せ
る
よ
う
車
輪
付
き
の
ト
レ
ー

ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
、「
茶
色
と
灰

色
ば
か
り
に
な
っ
た
街
に
彩
り
を
」
と

明
る
い
色
に
塗
っ
た
。　
「
エ
ル
フ
ァ

ロ
」
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
灯
台
」
の

意
味
。「
自
分
た
ち
が
女
川
に
希
望
を

灯
す
灯
台
に
な
る
」
と
い
う
決
意
が

込
も
っ
て
い
る
。
復
興
か
ら
発
展
へ
、

歩
み
続
け
る
女
川
の
「
今
」
を
体
感

す
る
旅
に
出
か
け
て
み
て
は
。

4 ルームプレートは地元の
「みなとまちセラミカ工房」
にオーダーした「女川スペイ
ンタイル」
5 港町らしく魚をかたどっ
たキーホルダーは「購入し
たい」という人が多いそう
だが、残念ながら非売品だ

牡鹿郡女川町女川2-1-2
TEL0225-98-8703
予約・問い合わせは電話・ウェブサイトで
部屋数：63室
定員：195人
料金：朝食付き１室 13,200円～
　　 （２名利用時の１室の料金）
https://hotel-elfaro.com
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港
町
彩
る
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー

 

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
に
泊
ま
り

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
遊
ぶ

旅 行 のススメ

酢酢 あれこれの

酢酢を知知る

　酢　酢を食食べる・飲飲む

※参考：mizkan公式サイト

　

酢
の
醸
造
技
術
は
４
～
５
世

紀
に
、
酒
造
と
共
に
中
国
か
ら
伝

わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
日
本
の
伝

統
的
な
酢
は
米
か
ら
つ
く
る
日
本

酒
を
原
料
と
し
た
米
酢
。
食
文
化

と
し
て
庶
民
に
も
広
く
伝
わ
っ
た

の
は
江
戸
時
代
の
こ
と
。
合
わ
せ

酢
な
ど
が
一
般
化
し
、
寿
司
の
文

化
も
生
ま
れ
た
。
酒
の
醸
造
で
大

量
に
生
ま
れ
る
酒
粕
を
使
っ
た
粕

酢
な
ど
も
つ
く
ら
れ
、
よ
り
身
近

な
も
の
と
な
っ
た
。

　
酢
に
は
、カ
ル
シ
ウ
ム
や
コ
ラ
ー

ゲ
ン
を
分
解
し
て
小
魚
を
骨
ま
で

や
わ
ら
か
く
し
た
り
、
固
ま
り
肉

を
や
わ
ら
か
く
し
た
り
す
る
作
用

が
あ
る
。

　
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
色
素
を
発
色

さ
せ
る
作
用
も
あ
り
、
ミ
ョ
ウ
ガ

や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を
漬
け
る
と
鮮

や
か
な
ピ
ン
ク
に
な
る
。
漂
白
作

用
も
あ
り
、
レ
ン
コ
ン
や
ゴ
ボ
ウ

の
変
色
も
防
ぐ
。

　
酢
に
は
菌
の
増
殖
を
防
ぎ
、
食
べ
物
を
傷

み
に
く
く
す
る
力
が
あ
る
。
い
つ
も
の
料
理
に

酸
味
を
感
じ
な
い
程
度
の
少
量
を
加
え
る
こ

と
で
、保
存
性
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
塩
分
を
減
ら
す
と
味
が
物
足
り
な
く
な
る

と
い
う
と
き
、
酢
を
加
え
る
こ
と
で
味
の
輪

郭
が
は
っ
き
り
し
、
塩
分
を
控
え
て
も
美
味

し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
酢
は
糖
分
を
含
む
も
の
で
あ
れ

ば
ど
ん
な
も
の
も
原
料
に
で
き
、

土
地
の
風
土
や
気
候
に
あ
う
農
作

物
を
使
っ
た
伝
統
的
な
酢
は
世
界

中
に
あ
る
。
日
本
の
米
酢
や
穀
物

酢
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
ワ
イ
ン

ビ
ネ
ガ
ー
（
ぶ
ど
う
）、
ア
メ
リ
カ

の
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ネ
ガ
ー
（
と
う
も

ろ
こ
し
）、
イ
ギ
リ
ス
の
モ
ル
ト
ビ

ネ
ガ
ー
（
麦
芽
）、
イ
タ
リ
ア
の
バ

ル
サ
ミ
コ
酢
（
ぶ
ど
う
）
な
ど
が

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
。

※
（　
）
内
は
原
料

日本では江戸時代に一般化

多様な酢が世界中に

素材を活かし、変化させる 防
腐
、
静
菌
、
保
存
性
Ｕ
Ｐ

減
塩
に
活
用

健 康コラム
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丸
森
発

の

石
好
き
お
じ
さ
ん

石
好
き
お
じ
さ
ん

と
う
ほ
く
石
神
様
巡
り

と
う
ほ
く
石
神
様
巡
り

丸
森
立
石

ま
る
も
り
た
て
い
し

大迫力の丸森立石

横からの姿平行に並んでいる石

　

丸
森
町
の
役
場
か
ら
南
東
３
㎞
に
位

置
す
る
丸
森
立
石
。付
近
を
通
る
国
道

１
１
３
号
か
ら
は
、小
高
い
山
の
中
腹

に
高
さ
12
・
５
ｍ
／
周
囲
25
ｍ
の
巨
石
が

単
独
で
立
っ
て
い
る
の
が
遠
望
で
き
る
。

巨
石
の
根
元
か
ら
土
器
片
や
古
銭
が

出
土
し
て
お
り
、古
来
よ
り
何
ら
か
の

祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、町

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

征
夷
大
将
軍
の
源
義
家
が
、こ
の
石

か
ら
松
掛
地
区
の
的
掛
石
を
め
が
け
て

弓
を
射
た
と
い
う
伝
説
が
残
さ
れ
て
お

り
、伊
具
郡
誌
に
は
義
家
の
敵
将
で
あ

る
安
倍
貞
任
も
こ
の
石
に
登
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

  

現
在
は
、羽
入
地
区
集
会
所
近
く
の

登
山
口
に
は
案
内
看
板
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。集
会
所
か
ら
林
道
脇
の
登
山
口

看
板
ま
で
４
０
０
ｍ
。そ
こ
か
ら
３
５
０

ｍ
、急
な
坂
道
を
登
り
き
る
と
立
石
の

頭
が
見
え
て
く
る
。

　

周
り
に
は
立
石
と
同
じ
並
び
の
石

や
、胎
内
く
ぐ
り
が
で
き
そ
う
な
石
な

ど
、意
味
あ
り
げ
な
石
が
い
く
つ
か
点

在
す
る
。２
０
１
９
年
９
月
に
磐
座
の

調
査
研
究
団
体
で
あ
る
イ
ワ
ク
ラ（
磐

座
）学
会
の
会
員
た
ち
が
現
地
調
査
を

実
施
し
た
が
、立
石
と
周
囲
の
そ
れ
ら

の
石
に
方
位
や
方
角
の
関
係
性
は
認
め

ら
れ
ず
、人
工
的
に
配
置
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
と
い
う
結
論
で
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、昔
か
ら
付
近
の

人
た
ち
に
大
事
に
さ
れ
て
き
た
巨
石
で

あ
る
。

石
神
様
と
は

石
神
様
と
は
、岩
石
信
仰
、あ
る
い
は
信
仰
の
対
象
と
な
る

岩
石
の
こ
と
で
あ
る
。東
北
各
地
に
あ
る
岩
石
信
仰
の
場
所

を
巡
っ
た
中
か
ら
、あ
ま
り
人
の
手
が
加
わ
ら
な
い
原
初
的

な
岩
石
そ
の
も
の
が
信
仰
の
対
象
と
し
て
祀
ら
れ
た
も
の

を
、「
と
う
ほ
く
石
神
様
」と
し
て
ご
紹
介
す
る
。

伊具高校伊具高校
啓明宮城小学校啓明宮城小学校

丸森小学校丸森小学校

丸森中学校丸森中学校

蔵の郷土館
齋理屋敷
蔵の郷土館
齋理屋敷

薬王堂薬王堂
丸森町役場丸森町役場 GSGS

阿武隈川阿武隈川

五福谷川五福谷川

丸森立石丸森立石

113

101

45

丸森立石
宮城県伊具郡丸森町羽入地区

イ
タ
リ
ア
ン
で
と
っ
て
お
き
の
時
間

仙台市青葉区国分町2-8-12
国分町Kビル６F
TEL 022-302-7781
営業時間 17:00〜24:00(L.O.23:30)
日曜、第1・第3月曜定休

　

ビ
ル
の
最
上
階
に
あ
り
、
街
中
な
が

ら
、
夜
空
の
星
を
眺
め
ら
れ
る
し
ゃ
れ

た
テ
ラ
ス
席
も
設
け
ら
れ
た
「
ノ
ッ
テ

ビ
ア
ン
カ
」。
イ
タ
リ
ア
ン
を
中
心
に
、

仙
台
牛
や
地
元
産
の
魚
介
、
野
菜
な
ど

も
使
っ
た
欧
風
料
理
を
贅
沢
な
気
分
で

味
わ
え
る
店
だ
。

　

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
も
、
自
家

製
ピ
ッ
ツ
ァ
は
特
に
お
す
す
め
。
サ
ク
ッ

と
軽
い
食
感
が
魅
力
の
ク
リ
ス
ピ
ー
タ

イ
プ
で
、
シ
ェ
フ
が
丁
寧
に
生
地
を
こ

ね
て
仕
上
げ
て
い
る
。

　
一
番
人
気
は
や
は
り
「
マ
ル
ゲ
リ
ー

タ
」。
溶
け
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
に
ト

マ
ト
の
酸
味
、
バ
ジ
ル
の
香
り
が
引
き

立
っ
て
、
た
く
さ
ん
食
べ
た
く
な
っ
て
し

ま
う
。
チ
ー
ズ
を
贅
沢
に
味
わ
う
な
ら

「
ク
ワ
ト
ロ
フ
ォ
ル
マ
ッ
ジ
ョ
」
を
選
び

た
い
。
本
場
イ
タ
リ
ア
か
ら
取
り
寄
せ

た
ゴ
ル
ゴ
ン
ゾ
ー
ラ
、
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
、

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
の
４
種
が

奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、
舌
も
お
腹
も

満
足
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

　
数
種
類
の
ピ
ッ
ツ
ァ
に
加
え
、
グ
リ
ー

ン
サ
ラ
ダ
や
タ
コ
の
唐
揚
げ
な
ど
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
可
能
な
メ
ニ
ュ
ー
も
。
家

で
も
ピ
ッ
ツ
ァ
タ
イ
ム
を
満
喫
で
き
る
。

　
シ
ェ
フ
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
、
季

節
や
そ
の
日
の
仕
入
れ
に
よ
っ
て
変
わ

る
。
そ
の
時
々
に
め
ぐ
り
あ
う
メ
ニ
ュ
ー

と
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
み
よ
う
。

イ
タ
リ
ア
料
理  N

otte Bianca

ノ
ッ
テ
ビ
ア
ン
カ

1 チーズを堪能するクワトロフォルマッジョ（2,450円）
2 テラス席のほか、大きな窓が開放的な個室も利用できる

12

美 味 探 訪コラム
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